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言語学的（Philologi．cal）一考察●（後編）

松浦義夫

第3章 「ハレルヤ・コーラス」「の釈義的考察 続

（2） The kingdom of this world

  is become the kingdom of our Lord，

  and of His Christ；

 この箇所は，『ヨハネの黙示録』11章15節からの引用である。ごの箇所を

釈義するにあたって，参考のために，ギリシア語原典その他必要と思われ

る諸訳を掲げると次のようになっている。

'Eγ色レετoi7βασ乙λε乏ατoうん6σ：μov，

'τo£魔jvρZozノ勿με；ル，

κα乞Xμστo御αむτo鉱

factum est regnum huius mundi

Domini nostori

et Christi eius （ウルガタ訳）

Es． sind die Reiche der．Welt

unseres' @Herrn
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und seines Christus geworden，

  ロ㍗油島鱒面面

     舶渋持脚．

       う”吻ヤ，

          t     一

hinneh mamlekhet ha-61am

hayithah la-adoneinu

ve-li-meshihu

（マルチン・ルタv訳）

（フランツ・デりッチ訳）

a． The kingdom of this world

 The Authorized VersionにおいてはThe kingdomがThe kingdorps

と複数形となっていることはすでに指摘した。ウィリアム・ティンデル訳

もジュネーブ訳も'1？）ルチン・ルター訳も複数形になっており，単数形1こなっ

ているのはウルガタ訳とグリースバッハ校訂の本文以後のギリシア語原典

のみである。

この箇所をそれぞれの訳で見ると，次のようになっている。

fp Pa6LIE'La ioAv x60pov

regnum huius mundi

die Reiche der Welt

mamleket ha-61am

   （ギりシア語原典）．

     （ウルガタ訳）

 （マルチン・ルター訳）

（フランツ”・デリッチ訳）

 The kingdomは明らかにゲルマン語系であるのに対して，マルチン・ル

ター訳はラテン語系のdie Reicheを使用しているこどは興味深い。ギ1）シ

ア語のβασ‘λ乱α・にせよラテン語のregn血mにせよ，．またドイツ語のRei-

cheにせよすべて既にreignethに関する釈義の箇所において指摘したよ
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うに，「王」と関連している。またヘブライ語のmamleketもm二1-kの三子

音に由来する名詞であり，これも「王」と関連している。したがってこの

The kingdomは「王国」とも訳せるし，「王であること」，「王としての支

配」というようにも訳せる。ここでは，reignethとの関連で「王としての

支配」と一応理解しておくことにする。，ただし複数形の場合は「諸々の王

国」という訳の方が自然であるが，複数形によって力強さとか充満とかを

表現するセム語的用法と理解出来なくもない。しかしその場合も，「神」に

言及する場合にあてはまるζとであって，「この世の王としての支配」に対

するものとしてはやや不自然である。したがって，ここは単数形でありし

かも具体的に存在する「王国」というよりも，「王としての支配」というよ

うに「抽象名詞」として受け取るほうが適していよう。

 次に，of this worldについてであるが，このthisにあたる語句が存在す

る訳はウルガタ訳の場合だけであり，huiusとなっていることはすでに指

摘した。ここで問題にするべきことは，ofの用法についてである。英語訳

以外ではこれに相当する表現を「属格」によって行っている。そうすると，

この「属格」は，「所属」を示すのであろうか，そうすると「この世に所属

する」という意味になる。「この世の王国」という訳はそのように理解した

場合の訳ということになる。しかし，ここではむしろ「主格的属格」つま

り行為の主体を示す用法として理解し，「この世が」という意味に受け取り

たい。そうするとこの箇所The kingdom of this worldは，「この世の王

としての支配」あるいは「この世が王として支配する状態」というように

理解することができよう。

b． is become

 The Authorized Versionではare becomeとなっているのは，前項の

kingdomsとの一致のためであることは言うまでもない。ウィリアム・ティ

ンデル訳もジュネーブ訳もともにareとなっており，時制は現在形であ

る。しかしハレルヤ・コーラスの本文の場合も，The Authorized Version
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の場合も現在完了形である。

この箇所をそれぞれの訳で見ると，次のようになっている。

リ   ノ

εγεレετ0

factum est （ウルガタ訳）

Es sind ．．．．．．．．geworden

hayithah

 （マルチン・ルター訳）

（フランツ・デリッチ訳）

 ギリシア語原典においては「アオリスト」が使用されている1あとはウ

ルガタ訳もマルチン・ルター訳もフランツ・デリッチによるヘブライ語訳

もすべて完了形となっている。つまり，reignethの場合で見たのとちょう

ど同じようになっている。ハレルヤ・コーラスの本文の場合は，同じ「ア

オリスト」をreignethとis be60meというように違う時制に訳し分けてい

ることになる。ウィリアム・ティンデル訳やジュネーブ訳の場合は，「アオ

リズト」をこの場合も現在形に訳しているわけであるから，『首尾一貫して

いるというように言えなくもない。そうすると，ハレルヤ・コーラスの本

文がこのように時制を訳し分けているのは（The Authorized Versionの場

合も同様のことが言えるが），それなりの理由が存在するのであろう。つま'

り，reignethの場合には時に関係なく永遠の真理を表現するものとしての

現在形であったものが，この箇所におけるis becomeの場合は，過去の状

態から変化して現在の状態になっていることを表現しているものと理解で

きる。その過去の状態とは具体的には，「この世が王として支配する状態」

のζとである。

c． the kingdom of our Lord，and of His Christ；
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'この箇所をそれぞれの訳で見ると，次のようになっている。

τoうKvρZov勿繭リ

κ漉Xμστo御αむτo｛〉

Domini nostori et Christi eius

unseres Herrn und seines Chfistus

la-adoneinu ve-meshihu

     （ウルガタ訳）

 （マルチン・ルター訳）

（フランツ・デリッチ訳）

 この箇所においてthe kingdom．を付加しているのは，ハレルヤ・コーラ

スの本文ともう一つThe Authorized Versionのみである。もっとも単数

と複数の違いのあることはすでに指摘しておいた。他の英語訳にせよ，上

に引用したそれぞれの訳にせよ，やはり先ほどの「主格的属格」が使用さ

れており，主体となるのは，「我らの主」と「彼のキリスト」ということに

なる。つまり「王としての支配」の主体が，「この世」から「我らの主と彼

のキリスト」へと移行したということである。．したがってこの箇所は「我

らの主と彼のキリストが王として支配する状態」と言う意味に受け取るこ

とができる。

 以上のことを纏めると，

   The kingdom of this world

   is become the kingdom of our Lord，

   and of His Christ；

は，次のように解釈することができよう。

この世の王としての支配は，

今や，我らの主と主のキリストの

王としての支配と成っているのである。
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（3） and He shall reign for ever and ever．

 ごの箇所は先ほどの箇所と同じく，『ヨハネの黙示録111章15節からの引．

用である。この箇所を釈義するにあたって，参考のために，ギリシア語原

典その他必要と思われる諸訳を掲げると，次のようになっている。

威伽λ・醜・乙・τ・シ・α乙畠・α・

バ      ヲノ

τωレαLblv（妙レ

et regnabit‘ 奄?saecula saeculorum    1   （ウルガタ訳）

und er wird regieren von Ewigkeit' zu Ewigkeit．

                    （マルチン・ルター訳）

  3助ンi物＞1吻物7潮｝

ve-hu yimlokh le-61mei 61amim （フラツツ・デリッチ訳）

 この箇所で冑題になる②は，Heは誰に対する代名詞であるか，というこ

とである。これを「我らの主」に対する代名詞と受け取るか，「キリスト」

と受け取るかによって・やや意味が異なってくるわけでji＞る。参考のため

に掲げた諸訳においても・ギリシア語原典はこの代名詞を欠いているし・

ウルガタ訳も同様である。マルチン・ルター訳においては；erと男性単数

主格の代名詞が使われているので，英語訳と同じである。'

 『ヨハネの黙示録』においては，「神」に対するのと同じ表現が，「キリス

ト」に対しても使用される場合がしばしば見受けられる。例えば，1章8

節の主なる神の言葉「わたしはアルパであり，オメガである」は，17節の、

キリストの言葉．「わむしは初めであり，終わりである」とは本質的に同じ

表現である。つまり，『ヨハネの黙示録』においては，神とキリストとは一

体となって「神」．としての働きをしているわけである6そうすると，この
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箇所においてもHeは「我らの主」と「キリスト」が一体となって「神」と

しての働きを行っているということであり，「神は」というように訳すこと

が出来よう。しかも，この「神」のうちには，すべての生命の源である「主

なる神」と，その生命の仲介者であるところの「キリスト」が含まれてい

るということになろう。キリスト教会において「三位一体論」という教義

において定義されるようになった，キリスト教の「神論」つまり神という

存在に対する概念の『新約聖書』における典拠を，この箇所も提供してい

ることになる。また，ここで注目すべきことは，表面に現れている限りに

おいては，「神」と「キリスト」であり，後にキリスト教会において「三位

一体論」として定義される際の，「聖霊」は顕には描かれていないというこ

とである。この事情に注目して，これを敢えて表現するとすれば，「三位一

体」というより，「父なる神」と「子なるキリスト」における「二位一体」

としての「神」の働きが行われていることを表現していると受け止めるこ

とが出来よう。

a． He shall reign

 この箇所のHeに関しては，上で述べたわけである。次にshall reignに

ついてであるが，ギリシア語原典の場合はβασ‘λ画σαと未来形，ウルガタ

訳もregnabitと同じく未来形，マルチン・ルター訳もwird regierenと未

来形になっている。フランツ・デリッチによるヘブライ語訳のみyim16kh

と未完置形になっている。ヘブライ語の特徴として，注目すべきことは，

動詞は時制によって区別されるのではなく，完了，未完了によって区別さ

れるという点である。すなわち，ヘブライ語の完了形は，ギリシア語では

概してアオリストとなり，未完了形は未完了過去，現在，未来などとなる

わけである。したがって，ギリシア語原典は，この行為が未来において継

続されることを表現したものであろう。またハレルヤ・コーラスの本文も，

同様の理解に基づいて訳された表現であろう。ところでこの箇所でも，動

詞reignが使用されているが，このことについては再三考察してきたよう'
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に，ギリシア語原典もその他の諸訳もすべて「王」と関連する語句が使用

されている。そうすると，この箇所は，．「彼（神）は，王としての支配を継

続されるであろう」というように解釈できよう。

b． for ever ahd ever

 この箇所は，ギリシア語原典ではαぬレという語句を使ったイディオム

が使用されている。このαぬ以という語句は，「世界」を時間的な面かち見

た表現であり，・「時代」あるいは「世代」を示している。またこれからさら

に展開されて，「永遠へと無限につながっている一連の時代の一つ」を示す

ために使用される。したがって，こあ箇所のギリシア語原典は，「永遠から

永遠に奎るまで」という意味に受け取れる。ウルガタ訳に使われている

saeculum' ﾍ，ギリシア語の直訳であり，同様に「時代」とか「世代」とか

を表現するものである。また「世界」を時間的な面から見た表現であるこ

とも，ギリシア語と共通する。英語のsecularという語句は，明らかにこの

ラテン語に由来する語句である。マルチン・ルタマ訳も，「永遠から永遠に

至るまで」という意味である。ζこで使用されているEwigkeitも，ハレル

ヤ・コーラス' ﾉ使用されている英語everも，、ギリシア語αぬyやラテン語

saeculumとの直接の関係は認めにくいであろうgドイツ語の名詞Ewig-

keitと英語の名詞everが語源的に見て如何なる関連にあるのかは不明で

はあるが，．形態的には一見よく似た表現であることは確かである。

 この箇所の考察の参考のために，重要な英語訳を見てみると次のように

なっている。

in to worldis of worldis

for ever more

for euermore'

for euer and euer

      （ウィクリフ訳）

（ウィリアム・ティンデル訳）

      （ジュネーブ訳）

       （レームズ訳）
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 このことからも理解できるように，ウィクリフ訳はラテン語の直訳であ

り，everが初めて登場するのは，ウィリアム■一ティンデル訳においてであ

る。またeverが二つ並べられるのは，レームズ訳においてである。そうす

るとThe Authorized Versionにおける表現もハレルヤ・コーラスにおけ

る表現も，ウィリアム・ティンデル訳及びレームズ訳を経たものであるこ

とが理解できる。ウィリアム・ティンデルがeverという訳語を使用したの

は，マルチン・ルター訳に見られる形態的によく似たドイツ語のEwigkeit

にヒントを得たからではないかという推測も成り立つかもしれない。レー

'ムズ訳がeverを二つ並べたのは，もちろんウルガタ訳の影響であろう。い

ずれにせよ意味的には「永遠に」ということであろう。しかしこの語句に

「世界」との関連を認めるのは，やや困難なように思われる。したがって

「世々限り無く」という意味にとるよりも，「永遠から永遠に至るまで」と

いう意味に受け取る方がよいように思われる。

以上のことを纏めると，

and He shall reign for ever and ever

は，次のように解釈することができよう。

そして神は永遠から永遠に至るまで

王として支配し続けられるであろう。

（4） King of Kings， and Lord of Lords．

 この箇所は，『ヨハネの黙示録』19章16節からの引用である。この箇所を

釈蔑するにあたって，参考のために，ギリシア語原典その他必要と卜われ

る諸訳を掲げると次のようになっている。・
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Bασi乙λεシsβασ‘λεωレκα乙K｛iρLosπ財ρεωレ．

rex regum et Dominus dominatium （ウルガタ訳）

K6nig aller K6nige und Herr aller Herren．

（マルチン・ルター訳）

3口・趣亭り趣】の抽瘤蓼

melekh ha-mmlakhim va-adonei ha-adonim

                   （フランツ・デリッチ訳）

 同じ名詞の単数と複数をofで結ぶ形式である。そうすると，Kingとは明

らかにキリストあるいは神のことを示していると思われるので，Kingsは

キリストあるいは神が複数存在することになる。従って従来「諸王の王」

あるいは「王たちのなかの王」というように訳されている場合は，キリス

トあるいは神は「王」のうちの一人である，というような解釈が成り立つ

ことになる。しかしここで注意しなければならないのは，キリスト教の神

も，それに先立つユダヤ教の神も，「唯一神」であるという大原則である。

したがって，こ．の場合も，複数形の表現も，神が複数存在することではな

く，それとは別の何らかの事柄を表現していると考えるべきであろう。

LordとLordsの関係も，同様のことが言えよう。ところで，フランツ・デ

リッチ訳からよく理解できるように，ヘブライ語では，名詞（単数）＋冠詞＋

名詞（複数）と表現できるわけである。実はヘブライ三等のセム語におい

ては，形容詞の最上級にあたる固有の形式が存在しないため，それに相当

するような表現をする際に，このように単数の「斜格」と複数で表現する

わけである。したがってそのギリシア語原典もそれからの翻訳である英語

訳も，このよう．なヘブライ語的表現を逐語訳したものと考えることができ

よう。そうすると，形容詞の最上級にあたるような言葉を補って訳すと，
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日本語らしくなるのではなかろうか。さらにギリシア語原典には冠詞が省

略されているが，これは「呼格」の特徴であるゆえ，呼びかけの言葉と受

け取られていると理解できよう。そうすると，「唯一絶対の王よ，唯一絶対

の主よ！」と呼びかけていると理解することができよう。

以上のことを纏めると，

King of Kings， and Lord of Lords．

は，次のように解釈することができよう。

唯一絶対の王なる方よ，唯一絶対の主なる方よ！

 以上「ハレルヤ・コーラ系」の釈義的考察を行ったわけであるが，この

結果を纏めると「ハレルヤ・コーラス」は，全体として次のように解釈す

ることができよう。

汝ら神を讃美せよ。

なぜなら，総べてを支配する力のある方，主なる神は，

王としての支配を確立されているのだから。

この世の王としての支配は，．

今や，我らの主と主のキリストの

王としての支配と成っているのである。

そして神は永遠から永遠に至るまで

王として支配し続けられるであろう。

唯一絶対の王なる方よ，唯一絶対の主なる方よ！

汝ら神を讃美せよ。
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「ハレルヤ・コーラス」に関する言語学的（Philological）一考察．（後編）

第4章 結 論

 以上様々な角度から，「ハレルヤ・コーラス」の本文を考察してきたわけ

であるが，その中に一貫して表現されているのは，「神による王としての支

配」ということになろう。そしてこの「王としての支配」が，現在形，現

在完了形，未来形という様々な時制で表現されており，キリストの誕生と、

十字架さらに復活という出来事によって，神の王どしての支配が現在にお

いて確立され，永遠に至るまでこの支配が続くことを讃美しているわけで

ある。ところで，この「神による王としての支配」が実現するのは，神学

的には「終末時」のことであるのだが，いわばその終末を先取りした型に

なっているわけである。『ヨハネ文書』の神学的特徴の一つとしていわれて

いることは，この終末の先取りということであり，．これを「実現された終

末論」（realized eschatology）というように呼んでいるわけである。「ハレ

ルヤ・コーラス」の本文は，ギリシア語原典における「アオリスト」を現

在形と現在完了形に訳しているわけであるが，この「アオリストー」という

時制は，まれな例外を除いて一般的には，過去の事柄を表現するために衝

用されるものであり，「現在」のこと一を表現するための用法は，そのまれな

例外に属すわけである。したがって「ハレルヤ・コーラス」の本文は，ま

さに「現在」に強調点が置かれているということがわかる。そしてその「王

としての支配」を，動詞reignと名詞kingdomによって表現しているわけ

である。reignは語源的にはラテン語系に属し，kingdomの方は語源的には

ゲルマン語系に属すわけであるから，この点においても表現の多様性が認

められる。すなわち，「ハレルヤ・コーラス」の本文は，「神による王とし

ての支配」がまさに「現在」において確立されているζとを，英語の特徴

を生かして，できる限p多様な角度から表現したもの，というように理解

することができよう。
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